
災害対策用車両の紹介

東北地方太平洋沖地震対応

・国土交通省東北地方整備局により支援可能な「災害対策用車両」の紹介です。

（本資料は、代表的な車両について記載したものです。）

・車両の年式により、基本仕様が異なる場合があります。

※活用検討に際しては、現地設営条件等を考慮のうえ御検討いただき、下記まで

御連絡をお願い致します。

※各車両毎の仕様、配備台数及び使用可能台数等に関する問い合わせについて

も同様に、下記までお問い合わせ下さい。

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局

災害対策本部 機械班

TEL ： ０２２－２２５－２１７１（代）



●排水ポンプ車の配備についての留意事項

（３０m3／min級を想定）

①運搬路はあるか？（W=４ｍ：トラック４Tロング程度）
→釘等のタイヤバーストの原因となる支障物がないか？

②釜場はあるか？
→水深１．０ｍ程度は確保

③ゴミ等の浮遊物に対する対策はとれているか？

④ホースの長さとして５０ｍ（標準）で間に合うか？
→ポンプ1台当たり２０ｍ×2本、10m×1本（標準）

⑤機械の展開場所として１０ｍ×２０ｍ程度の広さが必要。
→２４H稼働の場合は「照明車」とセットとなります。

⑥要請を頂いてから稼働するまでには、移動を含めて1日程度の
日数を考慮願います。



■排水ポンプ車（３０m3／min級）

現地設営条件

・進入路は、砂利等で整地されており幅４ｍ以上必要です。

・設営スペースとして幅１０ｍ×長さ２０ｍ程度が必要です。

・設営作業には、作業員６名で６０分程度の時間が必要です。

・１給油当たりの連続運転時間は約１０時間です。

（燃料満載時：約３００L）

・排水ポンプの運転には１ｍ以上の水深が必要です。

▼全景

▼排水状況

２５ｍプールが約１０分で排水可能



■排水ポンプ車（６０m3／min級）
現地設営条件

・進入路は、砂利等で整地されており幅４ｍ以上必要です。

・設営スペースとして幅１０ｍ×長さ２０ｍ程度が必要です。

・設営作業には、作業員６名で９０分程度の時間が必要です。

・ポンプの設置にはクレーンが必要です。

・１給油当たりの連続運転時間は約１２時間です。

（燃料満載時：約６００L）

・排水ポンプの運転には１．５ｍ以上の水深が必要です。

▼全景

▼排水状況



■照明車（２ｋW×６灯・伸縮ポール式）

現地設営条件

・進入路は、砂利等で整地されており幅３ｍ以上必要です。

・設営スペースとして幅２．５ｍ×長さ６ｍ程度が必要です。

・設営作業には、作業員２名で３０分程度の時間が必要です。

・風速が１０ｍ以上の場合は、照明高さが制限されます。

・照明を消灯後６０分以内は、再点灯できません。

・１給油当たりの連続運転時間は約２０時間です。

（燃料満載時：約１００L）

▼全景

▼照明状況



■対策本部車（拡幅型）

現地設営条件

・進入路は、砂利等で整地されており幅４ｍ以上必要です。

・設営スペースとして幅８ｍ×長さ１５ｍ程度が必要です。

・設営作業には、作業員２名で６０分程度の時間が必要です。

・拡幅した状態での移動ができないので、設営場所の選定には

検討が必要です。

・１給油当たりの連続運転時間は約６０時間です。

（燃料満載時：約２００L）

▼全景

▼拡幅状況



■待機支援車

現地設営条件

・進入路は、砂利等で整地されており幅４ｍ以上必要です。

・設営スペースとして幅３ｍ×長さ１１ｍ程度が必要です。

・設営作業には、作業員２名で３０分程度の時間が必要です。

・１給油当たりの連続運転時間は約４０時間です。

（燃料満載時：約１００L）

▼全景

▼室内状況



■衛星通信車 現地設営条件

・進入路は、砂利等で整地されており幅４ｍ以上必要です。

・設営スペースとして幅３．５ｍ×長さ６ｍ程度が必要です。

・アンテナを設置するため、車体の直上部には障害物がない場所

が必要です。

・通信可能状態までは、作業員２名で９０分程度の時間が必要です。

・１給油当たりの連続運転時間は約２０時間です。

（燃料満載時：約２００L）

・南側、仰角４０度以上が見通せる場所が必要です。

▼全景

▼室内状況


